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第 249号 令和６年 12月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉
【
名
古
屋
事
務
所
】

　

十
月
十
三
日
、
名
古
屋
事
務
所
に
隣

接
す
る
白し

ろ
と
り鳥
公
園（
旧
白
鳥
貯
木
場
）一

帯
に
お
い
て
熱
田
区
区
民
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
月
と
い
え
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気
の

中
、
会
場
に
は
様
々
な
体
験
や
物
販
な

ど
五
十
以
上
の
ブ
ー
ス
が
出
展
し
、
親

子
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
大
勢
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
事
務
所
も
、「
熱
田
白
鳥
の
歴
史

館
」
の
特
別
開
館
を
行
う
と
と
も
に
、

愛
知
所
職
員
、
Ｏ
Ｂ
の
協
力
を
得
て
、

ミ
ニ
椅
子
づ
く
り
、
木
製
プ
レ
ー
ト
の

お
絵
描
き
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
総
勢

約
三
三
〇
名
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ミ
ニ
椅
子
づ
く
り
は
、
先
着
に
よ
る

限
定
だ
っ
た
た
め
、
朝
の
開
場
と
と
も

に
予
約
で
ほ
ぼ
埋
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
中
に
は
昨
年
に
続
き
来
場
し
た
親

子
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
木
製
プ

レ
ー
ト
の
お
絵
描
き
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

幼
児
か
ら
小
学
生
を
中
心
に
大
勢
の
子

供
た
ち
が
思
い
思
い
の
絵
を
熱
心
に
描

【
北
信
森
林
管
理
署
】

　

十
月
十
九
日
、
長
野
市
の
茶ち

ゃ

臼う
す
や
ま山
自

然
植
物
園
内
に
お
い
て
、「
な
が
の
森

林
・
林
業
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、
当

署
か
ら
丸
太
切
り
体
験
や
ク
ラ
フ
ト
体

験
の
ブ
ー
ス
を
出
店
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
く
の
市
民
に

森
林
・
林
業
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
長
野
市
や
関
係
行

政
機
関
、
林
業
関
連
団
体
、
事
業
体
、

公
益
活
動
団
体
等
が
連
携
し
、
普
及
啓

発
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
署
の
ブ
ー
ス
に
は
、
三
〇
〇
名
以

上
の
家
族
が
訪
れ
、
順
番
待
ち
が
出
る

ほ
ど
の
大
盛
況
で
、
丸
太
伐
り
で
は
、

子
供
た
ち
が
、
気
に
入
っ
た
カ
エ
デ
や

カ
ン
バ
、
ホ
オ
ノ
キ
等
の
広
葉
樹
を
選

び
、ノ
コ
ギ
リ
を
一
生
懸
命
に
使
っ
て
、

時
に
は
家
族
の
力
も
借
り
な
が
ら
汗
だ

く
に
な
っ
て
伐
っ
て
い
ま
し
た
。
体
験

中
に
、職
員
が
樹
種
ご
と
の
色
や
香
り
、

硬
さ
の
違
い
な
ど
の
特
徴
を
説
明
す
る

と
、
家
族
で
そ
の
違
い
を
実
感
す
る
様

子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

木
工
ク
ラ
フ
ト
で
は
、
木
の
枝
や
輪

き
、
用
意
し
た
一
五
〇
枚
の
プ
レ
ー
ト

は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
木
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ
り
木
の
良
さ
を
感

じ
、親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

地
域
と
の
関
係
を
深
め
、
森
林・
林
業
、

木
材
産
業
の
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

切
り
の
木
、
ど
ん
ぐ
り
や
松
ぼ
っ
く
り

等
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
、
ペ
ン
ダ
ン

ト
や
置
物
、
鉛
筆
立
て
等
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
個
性
的
な
作
品
を
作
製
し
て
い

ま
し
た
。
完
成
し
た
作
品
の
出
来
栄
え

に
満
足
し
、
親
子
で
眺
め
て
い
る
様
子

に
、
職
員
が
ホ
ッ
コ
リ
す
る
場
面
も
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

等
を
通
じ
、
た
く
さ
ん
の
森
の
恵
み
や

木
の
温
も
り
を
伝
え
る
普
及
啓
発
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

熱あ

つ

た田
区
区
民
ま
つ
り
で

�
体
験
コ
ー
ナ
ー
大
賑
わ
い
！

元
気
も
り
も
り（
森
々
）

�

長
野
の
森
で
遊
ぼ
う
！

大勢の人でにぎわう体験コーナー

丸太伐りに挑戦！

❶❶❷❷



令和６年 12月 第 249号〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉
【
北
信
森
林
管
理
署
】

　

十
月
十
七
日
、
恵
ま
れ
た
大
自
然
と

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等
の
利
活
用
と

の
調
和
に
よ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
長
野
県
北
部
の

志
賀
高
原
に
て
、
高
山
植
物
等
保
護
対

策
協
議
会
北
信
地
区
主
催
の
高
山
植
物

等
保
護
強
化
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ

れ
、関
係
者
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
志
賀
高
原
は
、
さ
わ
や
か
な

秋
晴
れ
と
な
り
、
山
々
の
葉
が
色
づ
き

始
め
、
池
や
水
場
の
湖
面
に
鮮
や
か
に

【
北
信
森
林
管
理
署
】

　

十
月
十
六
日
、
株
式
会
社
ド
コ
モ
Ｃ

Ｓ
長
野
支
店
及
び
ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社

（
東
京
都
の
旅
行
会
社
）に
よ
る
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
長
野
市
の
戸

隠
山
国
有
林
内
の
戸
隠
森
林
植
物
園
周

辺
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
環
境
美
化
等
の

合
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

時
折
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候

の
中
、
約
二
十
名
の
参
加
者
は
令
和
七

年
度
開
通
に
向
け
て
新
た
に
作
設
中

の
、
全
長
約
五
〇
〇
㍍
の
歩
道
路
面
に

散
乱
す
る
枯
草
や
倒
木
の
片
づ
け
、
刈

映
し
出
さ
れ
る
赤
や
黄
色
の
光
景
を
楽

し
む
た
め
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

遊
歩
道
や
車
道
沿
線
の
美
化
活
動
を
行

い
つ
つ
、
本
年
度
新
た
に
作
成
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
観
光
客
等
に
配
布
し
、

高
山
植
物
な
ど
の
保
護
や
ル
ー
ル
・
マ

ナ
ー
の
遵
守
に
つ
い
て
呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
管
内
の
各
エ
リ
ア
に
て
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
高

山
植
物
等
の
保
護
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

払
い
、
路
面
整
備
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
は
、
当
署
職
員
の
案
内

に
よ
り
同
植
物
園
内
で
の
森
林
散
策
の

ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
十
月
二
十
五
日
に
は
同
植
物

園
内
に
お
い
て
、
長
野
林
業
土
木
協
会

北
信
分
会
に
よ
る
清
掃
美
化
や
遊
歩
道

の
規
制
ロ
ー
プ
の
整
備
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
高
原
ら
し
い
朝
の
冷
え
込
み
が

残
る
中
、
園
内
は
落
ち
葉
が
散
乱
し
、

特
に
木
道
は
足
元
が
滑
り
や
す
い
状
況

で
し
た
が
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
安
全
で

快
適
に
楽
し
め
る
よ
う
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ

や
ほ
う
き
で
丁
寧
に
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。
利
用
者
か
ら
「
お
疲
れ
様
で
す
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
の
声
か

け
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

志
賀
高
原
で
高
山
植
物
等

�
保
護
強
化
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

企
業
や
団
体
に
よ
る

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

パンフレットを配布しマナーを呼びかけ

パトロールに出発する参加者

歩道に散乱する落ち葉

新しく開設する歩道の整備

❷❷



第 249号 令和６年 12月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

【
東
濃
森
林
管
理
署
】

　

十
一
月
五
日
、
国
有
林
野
事
業
の
取

組
を
多
く
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
、
国
有
林
見
学
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
東
濃
地
方
を
中
心
に
十
二

名
が
参
加
し
、
中
津
川
市
の
加か

し

も
子
母
裏う
ら

木き

そ曽
国
有
林
で
行
わ
れ
た
治
山
・
木
材

生
産
の
事
業
地
と
、
こ
の
地
方
で
行
わ

れ
た
第
六
十
二
回
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮

に
関
わ
る
伐
採
式
跡
地
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

治
山
の
山
腹
復
旧
工
事
箇
所
で
は

「
あ
の
よ
う
な
場
所
で
ど
う
や
っ
て
仕

事
し
た
の
？
」「
す
ご
い
現
場
だ
」
と
の

声
が
、
木
材
生
産
の
架
線
集
材
現
場
で

は
「
木
材
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
山
か

ら
伐
り
出
さ
れ
る
の
か
分
か
っ
た
」「
大

変
な
作
業
だ
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
式
年
遷
宮
伐
採
式
跡
地
で
は

「
こ
の
地
域
か
ら
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

大
木
が
伐
り
出
さ
れ
て
い
る
と
は
知
ら

な
か
っ
た
」「
伊
勢
神
宮
以
外
に
も
全
国

各
地
の
神
社
仏
閣
等
で
こ
の
地
域
の
ヒ

ノ
キ
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
」「
年
輪
が
細
か
す
ぎ
て
数
え
ら
れ
な

い
」「
ヒ
ノ
キ
と
サ
ワ
ラ
の
見
分
け
方
が

分
か
っ
た
」「
こ
の
地
域
の
林
業
の
歴
史

が
分
か
っ
た
」「
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
の
大

切
さ
が
分
か
っ
た
」
な
ど
多
く
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た

　

今
回
の
見
学
会
で
は
、
下
流
で
生
活

す
る
人
々
を
守
る
た
め
に
、
普
段
は
な

か
な
か
行
く
こ
と
の
な
い
山
奥
で
多
く

の
人
た
ち
が
山
を
守
っ
て
い
る
様
子
な

ど
を
理
解
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
も
様
々
な
機
会
を
通
し
て
、
地

域
の
皆
様
に
国
有
林
野
事
業
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま

す
。

【
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
一
日
の

四
日
間
、
岐
阜
県
下げ

ろ呂
市
及
び
七ひ
ち
そ
う宗
町

に
お
い
て
「
林
業
成
長
産
業
化
構
想
技

術
者
育
成
研
修
」が
開
催
さ
れ
、
富
山・

長
野
・
岐
阜
・
愛
知
・
三
重
・
滋
賀
各

県
の
県
庁
、
森
林
組
合
、
民
間
事
業
体

と
中
部
局
の
職
員
な
ど
十
五
名
が
受
講

し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先
端
技

術
を
活
用
し
、
効
率
・
効
果
的
な
木
材

生
産
の
基
盤
と
な
る
路
網
計
画
を
含

む
、
総
合
的
な
森
づ
く
り
の
構
想
を
作

成
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、
全

国
六
ブ
ロ
ッ
ク
で
実
施
し
、
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
当
セ
ン
タ
ー
が
運

営
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
は
、
現
地
実
習
や
演
習
を
通
じ

て
実
践
力
を
養
う
こ
と
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。
初
日
は
外
部
講
師
に
よ

る
地
域
特
性
に
応
じ
た
森
づ
く
り
構
想

の
講
義
、
二
日
目
は
七
宗
国
有
林
及
び

隣
接
す
る
民
有
林
で
、
路
網
計
画
の
検

討
や
森
づ
く
り
の
実
習
、
三
日
目
は
班

ご
と
に
実
際
の
路
網
・
森
林
整
備
・
木

材
生
産
の
各
事
業
計
画
を
組
み
上
げ
、

最
終
日
は
検
討
結
果
を
班
ご
と
に
発
表

し
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
所
属
の
垣
根
を

越
え
て
議
論
を
交
わ
せ
た
こ
と
で
、
民

国
連
携
に
よ
る
地
域
林
業
の
発
展
へ
の

展
望
が
見
い
だ
せ
た
」「
最
新
技
術
や
各

種
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
、
市
場
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
含

め
た
戦
略
や
地
域
の
構
想
作
り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
習
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
、
民
国
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
力
養

成
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
。
当
セ
ン

タ
ー
で
は
今
後
も
職
員
の
研
鑽
に
努

め
、
よ
り
良
い
研
修
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
成
長
産
業
化

�
構
想
技
術
者
育
成
研
修
を
支
援

国
有
林
見
学
会

�

～
東
濃
地
方
の
国
有
林
を
紹
介
～

「林業成長産業化構想演習」の発表状況

木材生産事業地を遠望する参加者

❸❸❹❹



令和６年 12月 第 249号〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

マ
に
よ
る
人
身
被
害
も
発
生
し
た
こ
と

や
、地
域
住
民
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、

獣
害
対
策
と
し
て
林
内
の
整
備
を
は
じ

め
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
署
職
員
も
含
め
二
十
三

名
が
参
加
し
、
林
内
は
、
想
像
以
上
に

草
や
灌か
ん
ぼ
く木
が
茂
っ
て
い
ま
し
た
が
、
刈

払
機
な
ど
で
整
備
を
行
い
、
二
時
間
ほ

ど
の
作
業
で
見
通
し
が
良
く
な
り
無
事

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

林
内
の
整
備
が
ク
マ
や
サ
ル
な
ど
の

野
生
動
物
の
動
向
に
影
響
す
る
の
か
を

確
認
す
る
た
め
、
整
備
し
た
場
所
と
し

な
か
っ
た
場
所
に
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
観
察
を
行
う
予
定
で
す
。

【
富
山
森
林
管
理
署
】

　

十
一
月
五
日
、
富
山
市
大
沢
野
国
有

林
に
お
い
て
、
名
古
屋
林
業
土
木
協
会

富
山
支
部
主
催
に
よ
る
防
風
保
安
林
の

整
備
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
該
国
有
林
は
、
山
か
ら
吹
き
下
ろ

す
風
が
河
川
敷
を
伝
わ
り
近
隣
の
田
畑

に
被
害
を
及
ば
さ
な
い
よ
う
に
防
風
保

安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
昨
年
、
近
隣
に
お
い
て
多

数
の
ク
マ
目
撃
情
報
が
報
告
さ
れ
、
ク

社
会
貢
献
活
動
と
し
て

　
　

防
風
保
安
林
の
林
内
整
備

�

（
獣
害
対
策
）を
実
施

　

作
業
の
様
子
は
、地
元
テ
レ
ビ
局（
二

社
）
の
取
材
も
あ
り
、
当
日
の
地
域

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
放
映
さ
れ
、
県
民
の

皆
さ
ん
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
効
果
を
実
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
林
内
整
備
に
よ
り
、
鳥
獣
被

害
防
止
の
効
果
を
期
待
し
つ
つ
、
防
風

保
安
林
と
し
て
の
機
能
も
維
持
し
な
が

ら
、
近
隣
住
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

灌木が繁茂した林内

林内整備後の同じ場所

参加した名古屋林業土木協会富山支部会員と当署職員

私たちの暮らしを守る保安林は全部で17種類、合計１,305万ha（延べ面積）あります
　保安林とは、水源の涵養、土砂の
崩壊その他の災害の防備、生活環
境の保全・形成等、特定の公益目的
を達成するため、森林法により定め
られた森林です。指定の目的により
17種類に分類され、その延べ面積
は1,305万haとなります（指定の重
複もあり、実面積は1,228万ha）。

　防風保安林は、田畑や住宅に吹く風
を和らげ、風による被害を防ぐことが
期待され、指定面積56千haの約75％
を北海道が占めています。中部局管内
の４県では、岐阜以外の各県でそれぞ
れ富山64ha、長野58ha、愛知92ha
の計214haが指定されています。

(保安林の種類など詳細は10ページに掲載）

保安林の種類別面積（延べ面積）
1,305万ha（R6.3.31現在）

水源かん養保安林
927万ha

土砂流出
防備保安林
263万ha

保健保安林
70万ha

その他
45万ha

❹❹


